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輯体He の }転移にともな う比熱の対数発散を指摘したF苧ibrk等の詳細I

な実験を契機として,二次相転移を示す多 くの物質においてそ'の転移点で比

熱か対数的に発散することが 見出されて来たO従来,･遷移金属この電気抵抗は

温度の関数として見た場合磁性に密接な蘭連のある特徴的な頼舞いを示す こ

とか知 られていた｡

最近になって遷移金属 (主と.してFe,Ni)の電気抵抗の転移点近傍での温

一度依存性か詳しく測定された｡それに量ると電気抵抗は別に異常性を衰さぬ

か電気抵抗の温度徽係数は対数発散を示すことか判明した｡ まだ実験は予備

的な段階のものか多いが,現時点でみる限 り電気抵抗の温度微係数には対数

発散かありそ うであるo こ ゝでは以上の聞美貌 .即ち.電気抵抗pには転移点Tc

で異常は現われぬが その温度微係数 dp/dT にキまTcで対数発散か現われる

ことをS-dモデルの立場で考察するo

s - dモデルでは電気抵抗βを次の三部分に分けて考察する :フォノ.ン散

乱によるもの,不純物散乱によるもの, dス ピン配列の不整によるもの｡ こ

の内前二者は磁性には直接舶係しないので考察外とするo′最後のものをβsd

と書 くことにすると,適当な近似で次式を得ろ｡

psd成上mq互d(cose)(1-cooe)
PD

sinhPQ)<Sq･S-q>Q)--1 lI

た ゞLFermi 面は球面であるとして旦=2kfSin(e/2)｡上武ちおいてS-d

相互作用常数は波数且によらぬと仮定してある｡aJ,且は伝導電子の散乱に

瞭して,伝導電子と散乱系 (dスピン)間で授受されるエネルギー,蓮如蛍

園子 1-coSO のために前方散乱株問題にな らぬか ら, もしも通常の金

属における様にkf か大きい と即ちk了 1二ニ格子常数ならば_√ 1空格子常数
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となりPsdはdス ピ1/相関の近距離的な部分で大株与えられことにな りヨ謁こ

おいて異常は期待されない｡ しかしdpsd/dT は.dス ピ_.ンの四体相野菌数を

含みかつその中に長距離的な部分か存在しこれかdpsd/dTのTcたおけ,ろ

発散を与えるものと考えE,れる.その寿式は比熱のそれと'本質的に同一のも

のと見徹せるの七,次式を得 る o

dpsd/dT=.(?Cd/5NkB) (Pw/T)'------一一-一一一一----一一(2)

Cd はdス ピン系の比熱, P恥はT》TcでのPsdの値であるoCqP叫に対

して測定値を用い,比熱,電気抵抗に対するフォノンの影響の補正を考慮 し

てFe に対して次式を得 る｡

-∫'tTゝ

dP/dT- (8:22gト 0･068 10g汀-Tcl (〟a cnv'doか叩(3)

/i

これは実験結果と同一程度である.
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